
 

 

 

 

 

 

授業が変わります 
校長 桃北 紀和 

 

平成もあと２か月あまりとなりました。子どもたちの元気な様子は変わりませんが，次の

時代は社会が大きく変わりそうな感じがしています。政府は Society5.0（ソサエテイ 5.0）と

いう目標を掲げています。難しいことはさておいて，ＡＩなどの人工知能やいわゆるビッグ

データを活用した社会，尐子高齢化や外国人労働者の増加，ネット環境の充実による世界の

人々とのコミュニケーションなどに対応していく社会となりそうです。2020 年から本格実

施される新学習指導要領は，2030 年頃の社会を生き抜く力の育成を想定して作られていま

す。 

 道徳は特別の教科となり既に実施されています。「特別の」の意味は複数ありますが，最

も大きいのはテストをしないことでしょう。３学期の通知表には，道徳の所見欄があります

ので確認ください。 

 また，プログラミング教育も始まります。小学校では，文字入力などの基本的操作の習得

やプログラミングそのものを体験しながらコンピュータに意図的な処理を行わせるための

考え方を学ばせるものです。市来小学校にはタブレットパソコンが整備され，ＩＣＴ支援員

の協力も得て準備を進めているところです。 

 私が最も大きくとらえているのは英語の教科化です。2020 年度から５・６年生は教科書

を使って英語の学習をします。これまでの外国語活動と違うのは，書いたり読んだりする学

習が加わることです。テストもあります。今年度６年生が取り組んでいる「We can!」とい

う冊子では過去形も出てきます。例えば夏休みの思い出として I went to the sea. や I enjoyed 

swimming. などです。文法よりも基本的な表現重視での学習となりますが，いわゆる不規則

動詞（過去形に ed がつかないもの）については，中学校で戸惑った経験をお持ちの方もお

られるでしょう。 

 教科書は現在文科省の検定中です。例年通りだと６月頃には， 

学校でもどの会社の教科書を推薦するかの研究が始まる見込み 

です。どの教科書が子どもたちによりよいのか，私たち教員も 

勉強して，授業の変化に対応していきたいと考えています。 
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 ２月１日(金)，6年生が市来中学校での入学説明に参加しました。全体会では，生徒指導や保健指
導について説明を受けた後，中学校１年生からの合唱発表や生徒会からのクイズなど，新 1 年生を
迎える催しで楽しませていただきました。 
 また，事前に希望調査をした上で，社会科・理科・美術科の先生方による 
体験授業もありました。これまでの乗り入れ授業と違う教科を指導していた 
だいたことで，6年生の中１ギャップ解消に繋がったことと思います。 
これから中学校入学に向けて，小学校でできることをしっかり身に付け， 

自信をもって卒業してもらいたいです。 

 



 

 １日(金) PTA 登校指導 

     ６年生を送る会，お別れ遠足 

 ４日(月)まつぼっくり読み聞かせ（2 組） 

集金日（６日まで） 

     通学路安全推進会議 

 ５日(火) 車いすバスケットボール体験（6 年生）

学校運営協議会 

 ７日(木) ＰＴＡ防犯パトロール（１の１） 

 ８日(金) 授業参観・学級ＰＴＡ 

家庭教育学級閉級式 

９日(土)土曜授業日 

１２日(火)命の日 

１３日(水)代表委員会・児童保健委員会 

１４日(木)卒業式予行練習 

学校施設開放事業説明会 

１５日(金) 市来幼稚園卒園式 

１６日(土)ＰＴＡ防犯パトロール（１の１） 

２２日(金)第７２回卒業式(４～６年生) 

２５日(月)修了式（１～5 年生） 

２６日(火) 辞任式，ＰＴＡ送別会(吹上浜荘) 

 

８日(月)入学式・始業式 

１６日(火)学級 PTA・新旧役員会 

２５日(木)授業参観・PTA 総会 

楽しかった昔遊び 
2月９日（土）の土曜授業日に，1年生の生活科の

授業で，学校支援ボランティア事業による地域の高齢
者との昔遊びを行いました。 
「まりつき」「お手玉」「あやとり」「紙鉄砲」「めん

こ」「おはじき（まさご）」のグループに分かれて，楽
しく活動しました。 
子どもたちは，道具にふれながら次第に感覚をつか

み，昔遊びを楽しんでいました。また，高齢者の方々
は，やさしく丁寧に遊び方を教えてくださり，子ども
たちからは「やったあ。」「できた。」といった歓声が
多く聞こえてきました。 
このような体験活動を通 

して，道具を使った遊びの 
よさを感じつつ，心豊かな 
子どもたちに育ってほしい 
です。 

旗の波運動 
２月１２日(火)，国道２７０号線で「旗の波」運動

が行われました。平成２７年に起きた悲しい事故から
4 年が経ちますが，本校では毎月１２日に「命の日」
を設定し，命の尊さを学ぶこととしています。 
この日も，ＰＴＡや市役所の方々を初め、交通安全

協会等からもたくさんのボランティアの方々が参加し
てくださいました。最近は，「あおり運転」といった運
転者の資質を問う報道を見る機会が増えました。ハン
ドルを握る私たちが安全運転の意識を高くもつことが
何よりも大切だと感じます。 
学校では，「信号が青になっても左右の確認をしなが

ら横断歩道を渡ること」や「信号待ちの時も車道に注
意を向けること」等を指導しています。  
保護者の方には，送迎時の運転や降車時の安全確認，

ＰＴＡの際の校庭での 
安全運転を呼びかけて， 
無事故が継続していま 
す。これからも，子ど 
もたちの安全を第一に 
考えた運転をお願いし 
ます。 

 
熱戦！いちきくしきのかるた大会  

２月１６日(土)，アクアホールで，市の青年会

議所主催の「いちきくしきのかるたとり大会」が

開催されました。市来小からは，７チーム，２９

人の児童が参加しました。 

今年度は，「かるたクラブ」をつくり，かるた

に親しむ子どもたちを育てました。また，かるた

がリニューアルされたこともあり，練習用のかる

たを新しく作り，本番での活躍に備えました。 

今回は，保護者からの鉢巻き寄贈もあり，例年

より増してムードが高まりました。結果は，上学

年１チームと下学年 2 チームが決勝トーナメン

トに進出しました。初出場の子どもたちが大健闘

していたので，来年も楽しみです。 

かるたを通して，郷土の歴史や伝統行事などに

ふれ，郷土を愛する子どもたちが育ってくれるこ

とを願っています。 

和楽器体験から伝統文化を学ぶ  

１月１７日（木）に，6年生が音楽科の授業で，和

楽器体験学習を行いました。当日は，学校支援ボラン

ティアを活用し，三味線奏者の住吉啓示さんと尺八奏

者の中島朋子さんを講師にお迎えしました。 

子どもたちは，鹿児島ゆかりの尺八や演奏方法に興

味津々で，中島さんの尺八演奏の迫力に息を飲んで聞

き入っていました。また，住吉さんから太鼓や琴等の

の楽器の特徴や，三味線の演奏方法などの説明を聞

き，祇園祭りのお囃子に親しみを感じていました。 

 この学習を通して学んだことを胸に，子どもたちに

は，日本の文化に誇りをもって，グローバル社会の中

心で活躍してほしいものです。 


